
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほけんだより 
やわらぎ保育園 

R7.1 １月号 

あけましておめでとうございます。年末年始は楽しく過ごせましたか？ つい不規則な生活をしたり、

食べ過ぎたりしませんでしたか？ 今年も子どもたちが健康に過ごせるように、ほけんだよりを 

通して病気の予防法などをお伝えしていきます。本年も宜しくお願いいたします。 

こんなことに気を付けましょう 

寒い時期のけがや病気に注意！ 

 

 

冬のあせも・とびひ 

あせもやとびひと言えば、夏場のイメー

ジが強いですが、最近は暖房や厚着が 

原因で、冬場でもなる子どもが多いよう

です。子どもは代謝がよく、たくさん 

汗をかくので、服装は大人より一枚少な

めが基本です。乳児は特におむつの中が

むれやすくなるので、時々背中に触れて、

汗をかいていないかどうか確認をしま 

しょう。 

やけど 
やけどをした時は、できるだけ
早く冷やすことが大切です。 
冷やす時は流水が最も適して
います。やけどをした部分が 
赤いだけなら、しばらく冷やし
て様子を見ましょう。 
水疱ができたり、水疱が破れて
傷になったときは、痛みがある
程度落ち着くまで冷やし、速や
かに受診しましょう。 

インフルエンザって？ 
咳やくしゃみなどによって感染

し広がる病気で、毎年多くの感

染者が出ます。悪寒、急な発熱、

関節痛に続き、下痢、嘔吐、咳、

くしゃみ、喉の痛みなどの症状

が見られます。放っておくと周

りへの感染を広げるだけでな

く、合併症の危険も伴うので、

インフルエンザの症状かなと思

ったら医療機関で診てもらいま

しょう。 

まずは医療機関にかかり、インフルエンザ
かどうか診断してもらいましょう。高熱や
下痢が続くと脱水症状を起こしやすくなる
ので、こまめな水分補給が大切です。感染
力が強いので、発症した後５日を経過し、
かつ、熱が引いてからも３日間は登園を控
え、しっかりと自宅療養 
しましょう。 

インフルエンザに 
なってしまったら… 

●○インフルエンザ○● 


